
 

令和 7 年度 長寿の里・海津 事業報告 

 

【令和 7 年度重点目標】 

・ご利用者、ご家族のニーズを尊重し、心身ともに穏やかに暮らせる環境を構築する。 

・職員が前向きに働ける職場環境構築を図り、各々が多職種協働で業務に臨む体制

づくりに努める。 

・職員一人ひとりが正確にご利用者の情報を理解・共有し、日常業務の中で迅速な 

対応を心掛ける。 

 

【各部門事業実績】 

特別養護老人ホーム 令和 7 年度年間稼働率・・・96.8％ 

１．ご利用者、ご家族視点における個別ケアの充実 

・施設生活をより一層楽しく過ごしていただけるよう、季節を意識したレクリエーションを 

職員が中心となり計画し、外部ボランティアにもご協力をいただきながら実施した。 

・面会時のご家族からのご意見も参考にしながら、普段のご利用者のケア内容を 

見直し、実行に移した。 

 ・看取り期においては、ご利用者の状態に合わせたケア内容へと変更し、 

カンファレンス等を通じ、ご家族とのコミュニケーションを密に行った。 

２．高品質なサービスの提供 

・各種研修について、各委員会からの発信を中心に力を入れ、研修を実施した。 

全ての職員が研修内容を理解できるよう、内容によっては複数回開催し、職員の 

知識および技術の向上に努めた。 

・ICT を活用した記録や情報共有による業務負担軽減、福祉機器の活用を継続し、 

職員にとって働きやすい職場環境作りに努めた。 

３．地域連携と貢献 

・地域に根付き、地域に開けた施設として地元中学生の職場体験学習の受け入れを 

行った。 

・地域密着運営推進会議の開催や定期的な自治会行事への参加、当施設での 

地域住民参加型の防災訓練や秋祭りを開催し、地域との協力体制の構築強化に 

努めた。 

 



ショートステイ 令和 7 年度年間稼働率・・・95.5％ 

１．魅力ある(選ばれる)施設へ 

・在宅生活の継続を見据え、個々に応じた余暇時間の過ごし方を提供し、自己選択 

の下での支援に努め、ご利用者にとって過ごしやすい環境を整備することに努めた。 

・ご利用者や、ご利用者を支援するご家族の状況変化にも迅速に対応すること、 

 急遽の依頼等についても可能な限り対応ができた。 

２．チーム力強化 

・生活相談員を中心に日常的にご家族や関係事業所との連絡調整、サービス担当者

会議への参加、新規利用者の状態確認を目的とする共有機会を作った。 

・対応困難事例については、介護職や看護職を含む多職種による検討を実施し、 

 ご利用者やご家族が安心してサービスをご利用頂ける環境の構築に努めた。 

３．感染症対策の強化 

・感染症蔓延によりショートステイのサービス利用停止とならないよう、利用前や 

利用中の体調確認を正確に行い、感染対策の徹底を図った。 

・大きな感染症の広がりもなく、サービスの提供を継続することができた。 

 

デイサービス 令和 7 年度年間稼働率・・・67.2％ 

１．地域との連携強化 

 ・地域の居宅介護支援事業所に対して、定期的に事業所の特徴や特色を発信 

  することで、多くの新規ご利用者にも、当事業所を利用していただくことができた。 

 ・機能訓練や施設内通貨（リーフ）を活用した活動等、ご利用者のニーズに応え、 

  ご利用者に満足いただけるサービスを提供し、安定的なご利用者の確保に努めた。 

２．在宅生活の継続(重度化防止)を意識したサービスの提供 

・ご利用者の身体状況を多職種間で共有し、自宅での生活リズムを把握することで、 

在宅生活に必要な機能訓練を効果的に実施できた。 

・ご利用者の主体性が損なわれないよう、各種レクリエーションやイベントを積極的に 

行い、ご利用者の重度化防止に努めた。 

３．業務の生産性向上 

・ご利用者個々の身体状況に合わせた介護方法を多職種間で検討し実施した。 

・介護におけるインシデントやアクシデントについては分析を行い、業務改善を行った。 


